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ステントグラフトセンター開設のご案内！ステントグラフトセンタ 開設のご案内！
企業製のステントグラフトが認可された２００６年以来、大動脈瘤治療におけるステント

グラフト挿入術の利点が広く認識されるに至っています。全国調査によると、２０１４年に
は腹部大動脈瘤症例の５５％がステントグラフトで治療されました。当院でも施設認定を得
た２００９年からステントグラフト治療に取り組んでいます。
今般、最新の血管造影装置の導入を機に、 低侵襲治療に精通した放射線科医・心臓血管外今般、最新の血管造影装置の導入を機に、 低侵襲治療に精通した放射線科医 心臓血管外

科医・看護師(インターベーション エキスパート ナース)・放射線技師を中心としたチームを
組み、ステントグラフトセンターを開設しました。
日進月歩のこの分野で、地域の動脈瘤治療をより良いものとするため精進してまいります

ので、今後ともよろしくお願いいたします
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大動脈瘤の「ステントグラフト内挿術」って？

Ｑ 大動脈瘤とは？

Ａ 大動脈は、心臓から全身に血液を送る血管のい
わば本幹で 胸部や腹部のそれぞれ通 ている場わば本幹で、胸部や腹部のそれぞれ通っている場
所によって、胸部大動脈と腹部大動脈に分類されま
す。この大動脈にできる“こぶ”を大動脈瘤といい、
動脈硬化が原因となっていることが多く、高齢者で
高血圧や喫煙歴、メタボリック・シンドロームのある
方は要注意です。

どのような症状があるのですかＱ どのような症状があるのですか？

Ａ 急速に拡大して破裂しかけた場合や、破裂してし
まうまでは、症状はほとんどありません。一方で、破
裂した際には、出血によるショック状態となることが
多く、極めて致死率の高い病気です。また、胸部で
は喀血や胸痛や背部痛、腹部では腹痛や腰痛もき
たします。このように、予兆がなく、突然死に至ることたします。このように、予兆がなく、突然死に至ること
があるため、「サイレントキラー」とも呼ばれています。
このような病気ですから、別の理由による検査や人
間ドックなどで、ＣＴや胸部ではレントゲン写真、腹部
では腹部超音波などで偶然に見つかることが非常に
多いのも特徴です。

Ｑ 大動脈瘤の治療法は？Ｑ 大動脈瘤の治療法は？

Ａ 小さなうちは、血圧を下げる内科的な治療が行
われますが、大きくなって破裂のリスクが高くなると、
胸やお腹を大きく切って、“こぶ”の部分を人工血管
に置き換える手術（開胸 or 開腹人工血管置換術）を
行います。しかし、2006年に「ステントグラフト内挿

術」という新しい治療法が保険適応となり、広く行わ
れるようになりましたれるようになりました。

Ｑ 「ステントグラフト内挿術」とは？

Ａ 足の付け根部分を切開し、大腿動脈よりカテーテルを挿入、ステントという金属の骨組みを縫い合わせた人
工血管（ステントグラフト）を挿入し、動脈瘤の内側から留置・圧着させて、動脈瘤に「ふた」をする治療法です。
従来の開胸あるいは開腹人工血管置換術に比べ、早期食事開始、早期歩行、短期入院（約1週間程度）などの
特徴を有する最先端の低侵襲治療です。

治療前 治療後

Ｑ だれでも受けることができるのでしょうか？

Ａ すべての方に行えるわけではなく、血管の太さや曲がり方、こぶのできた場所などにより、この治療を行えな
い方もいらっしゃいます。一方で、心臓病や呼吸器疾患など、他の病気のためにこれまで開胸あるいは開腹人
工血管置換術が行えなかった方にも、治療を行える可能性があります。当院では、まず心臓血管外科（ステント
グラフトセンター）外来を受診していただき、ＣＴなどの検査を行った上で、ステントグラフトセンターのメンバーで
どちらの治療法がてきしているか十分に検討し、ご本人と相談させていただきます。

外来診療のご案内
【午前診】 火曜日 木曜日 金曜日

Ｑ どこでも受けることができるのですか？

Ａ 「ステントグラフト実施基準管理委員会」により、一定の基準を満たし「認定された施設」で同じく一定の経験
を積み「認定された医師」のみが行える治療です。当院では、滋賀県内でもトップクラスの経験を積んだスタッフ
が治療を担当いたします。

まずは、

※ お問い合わせ先 ： 草津総合病院 地域連携担当 TEL077‐516‐2511 (直) 

【午前診】 火曜日 木曜日 金曜日
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